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11:00 開会・案内

11:05 
基調講演
「人口減少・来場者減少が始まる

今後のゴルフ練習場に欠かせないデータ経営」
株式会社ゴルフ需要調査研究所
代表 山岸 勝信

11:20 第二部
ICカードシステムで見えるデータ分析活用方法

日本シー・エー・ディー株式会社 
代表取締役社長 小俣 光之

11:40 質疑応答

11:50 閉会

本日の流れ
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コロナ特需終焉 人口減少・来場者減少が始まる!

今後のゴルフ練習場にかかせぬデータ経営

（株）ゴルフ産業需要調査研究所

代表 山岸勝信

基調講演
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顧客管理カー
ドシステムは

不可欠

要点

❶コロナ特需は終わった。
❷ゴルフ対象人口減少は加速する
❸ゴルフ練習場来場数も減少し、やがて「継続か閉業」の決断に直面する
❹来場数減少だけで正しい決断不可能
❺・「来場数減少」は必ず「直近12ヶ月単位比較」で比較する
❻・「来場数＝顧客数×来場回数×球数」に分解！
❼・「来場数減少＝増加要因＋減少要因」に分解！
❽増減要因

1.新規顧客数増減
2.不安定顧客安定化率増減
3.安定顧客数増減
4.安定顧客来場回数増減
5.安定顧客球数増減
6.安定顧客転入・転出増減

❾比較チェックは
1.自施設
2.全国
3.競合施設

❿頼れるのは「自施設来場データ」しかない！
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ゴルフ
対象人口

ゴルフ
参加率

ゴルフ
活動率

練習場
入場者数× × ＝

現在ゴルフ人口

国勢調査
１０歳～７９歳

レジャー白書
社会生活基本調査

レジャー白書
社会生活基本調査

コース入場者数
練習場入場者数
用品販売数量

ゴルフ産業需要は統計データとロジック（計算）で把握できる。
▼

ゴルフ対象将来人口は正確に予測できる。
▼

将来ゴルフ練習場入場数も予測できる。

ゴルフも人口減少から逃れられない

ゴルフ練習場
客数 利用回数 練習場

売上高× ＝

ゴルフ産業需要推計公式
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出典：国勢調査・（国立）社会保障人口問題研究所、経産省・特定サービス産業動態調査、NGK・利用税から見たコース入場者数

将来

コロナ特需は終わった。
対象人口将来予測は正確！
ゴルフ練習場利用数減少が始まる！

ゴルフ練習場利用数長期推移と将来予測
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118％

104％

経産省・特定サービス産業動態調査

100％

2
０
２
4
年
消
滅

コロナ特需

▲3％

2021年→2022年も急減した
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合計246打席
顧客管理データ完備

来場▲9％

実例施設におけるコロナ期間における推移



9日本シー・エー・ディー株式会社

来場数

▲9％
顧客数

▲1％

比較チェック
直近12ヶ月単位で
１.全国
２.競合施設

比較チェック
直近12ヶ月単位
３.自施設

性・年齢・地域など

対
策
・
将
来
予
測
・
長
期
経
営
方
針

”データがあれば・・・・ ”

将来 コロナ期のように増減したときどうするか？

単月でなく「直近12か月・トレンド」
顧客でなく個客で
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来
場
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
・
・
・

ジュニアは
増えた

女性も
減少

高齢者
減少

●例えば性・年齢別来場回数増減

やっぱり
解らない？

来場減少の分解例
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●増減原因分析は常に顧客を「安定・不安定」に二分割！

2021年12回以上来場
翌年継続来場率

80％以上

← 年間来場回数 →

←

翌
年
継
続
来
場
率

→

不安定 安定

分析
最重要
原則

特許番号7303508

年間12回来場すれば
翌年も80％以上来場する

増減原因分析
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2024年時点

ゴルフ人口

ゴルフ練習場人口

不安定

コース不参加

28％の安定顧客で83％を売り上げ

７１５万人

507万人

356万人

99万人
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対前年来場回数増減要因分解

「なし・安定・不安定」で三タイプのクロス集計
●顧客数

なし 不安定 安定 顧客数合計
なし 18,111 9,371 1,294 10,665
不安定 10,255 9,770 1,417 11,187
安定 544 2,429 5,649 8,078
総計 28,910 21,570 8,360 29,930

顧客数合計 72% 28% 100%

●直近12ヶ月来場回数

なし 不安定 安定 来場回数合計
なし 25,999 33,464 59,463
不安定 32,329 34,513 66,842
安定 13,049 279,626 292,675
来場回数合計 71,377 347,603 418,980

17% 83% 100%

●来場回数増減

なし 不安定 安定 来場回数増減

なし 0 25,999 33,464 59,463

安定 ▲ 12,643 ▲ 42,549 ▲ 25,325 ▲ 80,517

不安定 ▲ 24,826 ▲ 7,198 26,476 ▲ 5,548

来場回数増減 ▲ 37,469 ▲ 23,748 34,615 ▲ 26,602

2022年

2022年

2
0
2
1
年

2022年

2
0
2
1
年

2
0
2
1
年
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対策
優先順位

対策人数
予算

増減要因分解結果
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なし→なし
連続休眠

なし→不安定
新来ビギナー

なし→安定
転入

不安定→なし
ビギナー消滅

不安定→不安定
ビギナー回数滅

不安定→安定
安定化率

安定→なし
安定顧客消滅

安定→不安定
安定顧客回数滅

安定→安定
安定持続だが
回数減

全体減少数

安定・不安定による二年回数増減クロス集計結果

実例施設



16日本シー・エー・ディー株式会社

若い
安定ゴルファー
大きく減少

高齢者減少
は小さい

最大減少要因をさらに分析
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前年不安定
10,255人

当年安定
1,417人

安定化率
13.8％

不安定→安定はゴルフ練習場の自助努力
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安定→なし
544人

複数増減要因を対比による高度な状況判断可能に

安定顧客転入：安定顧客消滅は近隣競施設競合結果を示す

近隣競争力計

なし→安定
1,294人

安定顧客転入
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すべての情報は顧客来場履歴から

「個人情報なし」でもOK！

増減要因
1.新規顧客数増減
2.不安定顧客安定化率増減
3.安定顧客数増減
4.安定顧客来場回数増減
5.安定顧客球数増減
6.安定顧客転入・転出増減

▼
顧客管理カードシステム

不可欠

直近12ヶ月直近12ヶ月前年

月 次 来 場 回 数
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おわりに

❶今後 ゴルフ練習場来場数は減少する

❷「生き残り継続か閉業」の決断に必ず直面する

❹生き残り決断には「全個客来場履歴データ」必要不可欠

❺カードシステムで自動化・経費節減は目的の一部

❻ポイント付与・囲い込みは対策の一部

❼まず「来場構造変化（問題点）究明」が先決

❽市場全体状況も競合施設もデータは今後も得られない

ゴルフ練習場マクロデータは非常に乏しい

「非競合施設間でデータを相互に公開・比較・研究」

しか解決はない！
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●成熟段階別ゴルフ人口推計

一度はゴルフを始めたものの「今は止めてしまった」（ゴルフ業界ロスト）
2016年：357万人 が推計可能となった。

＜参考資料＞
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ICカードシステムで見える

データ分析活用方法

日本シー・エー・ディー株式会社

代表取締役社長 小俣 光之

第二部
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全国の練習場を調査可能
山岸さんとCADの共同作業により全国の練習場商圏データをデータベース化。この画面は管理
者権限しか見られない

マクロ分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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競合練習場と最適商圏を見える化。5km〜30kmで最適商圏を計算

マクロ分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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マクロ分析と顧客実データで分析、練習場様に開放している機能

練習場マクロ分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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マクロ分析による商圏と実データを比較可能
練習場マクロ分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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荒川ゴルフクラブさんはマクロ分析の期待可能来場回数に対し3.8倍の実来場回数！

練習場マクロ分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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様々な視点での分析 曜日別

属性分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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年代別

属性分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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曜日・男女別

属性分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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打球数・滞在時間

属性分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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どのプランで打っているか 時間帯

打席商品別分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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どのプランで打っているか 年代

打席商品別分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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打席の稼働状況で人気具合を把握

打席別分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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来場者の人口ピラミッドで、来場回数を年齢ごとに分析

来場者分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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新規来場者の動向把握

来場者分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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新規客の上乗せ具合 来場回数での様子
登録年別分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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新規客の上乗せ具合 来場者での様子

登録年別分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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常連化の基準

来場継続率

前年に何回来場した人が翌年に来場しているか

日本シー・エー・ディー株式会社
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増減の内訳 安定化率（常連化率）
増減要因

来場詳細分析

日本シー・エー・ディー株式会社
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顧客動向データなしでの練習場経営は困難

•様々な視点での分析を標準機能として利用可能

•山岸さんの分析手法も自動計算され利用可能

•全国の練習場の様子も情報提供

本当は相互利用可能にしたいが・・・

•ゴルフ練習場行脚録で実際の練習場の様子を紹介

https://ncad-golf.com/

まとめ

日本シー・エー・ディー株式会社
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